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　本研究 は，イ ン タ
ー

ネ ッ ト上 で の e−Learningシ ス テ ム を フ リーソ フ トで あ る exCampus を 用 い て 構築 し，授業の 受講者へ 授業情

報 を提供 した 。 授 業の 受講者は 時間的 な制約が生 じる対面学習だ け で な く，イ ン タ
ー

ネ ッ ト環境を通 じて 学習の 機会が増 加す る

利点 が ある 。受講 生が イ ン タ
ーネ ッ ト を使用 して 情報 を活用 し，自 ら学習 を行 う意識 に っ い て 調査 した。そ の 結果，時間に 束縛

さ れ な い ア ク セ ス が あ りe −Le   ingシ ス テ ム 導入 に よ る学習促進の 効果が ある こ とが 分か っ た。

キー
ワ
ード ：e−Learning，授 業情報，　 exCampus

1．は じめ に

　学習教材の 提供の 場と して イ ン ターネ ッ ト上の Web

を利用 した e−Leamingシ ス テ ム を用 い る こ と は，数多

くの 有益 な惰報を提示す る た め の 有効な手段で ある と

い え る 。 受講者は，対面の 授業時間に 加え て 復習や 補

習の ため の 教材 や 発展学習 の た め の 資料などを時間的

な 拘束を 受 け る こ とな く閲覧す る こ とが で き る 。
こ の

よ うな ブ レ ン デ ィ ン グ教育 の た め，受講者は学習 の 機

会が増え る な どの 恩恵 を受け る 。

　 しか しな が ら，す べ て の 受講者が 自宅 な ど で も イ ン

タ
ー

ネッ トに 繋 が っ て 臼由に 学習す る機会を得 られな

い と い う問題 が 生 じ る 。 ま た情報活用能力やWeb 操作

技術な ど の 情報格差 が e−Leaming シ ス テ ム の 導入 の 障

害 にな る可能性が あ る （開沼，2002）。

　 シ ス テ ム の 構築や運営を行 う側 に と っ て も，高 い 専

門的な知識 や プ ロ グラ ミ ン グ能力が 必要 と され る場合，

そ の 実用的利用 は困難な もの とな る 。 教材 の 提示や学

習者 との コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン を可能に す る ツ ール な ど

がで きる か ぎり使い や す い e−Leaningシ ス テ ム の 構築

ソ フ トは e−Learningが普及 され る前提条件 とな る 。 こ

の 観点か ら，本研究で は使用す る e−Learningシ ス テ ム

と して 画面 の デ ザ イ ン な ど が分 か り易 く，教材資料提

示な どが簡単に行え ， さ らに無料で ソ フ トの 改変が 自

由で あ る exCampus （エ
ッ ク ス キ ャ ン パ ス ）を使用す る

こ と とした。（坂本勗他，2003）。

　本研究で は，神戸市看護大学で 開講さ れ て い る基礎

看護学領域 の 3 科 目の 授業 に 関す る 情報を exCampus

を 用 い て 提供す る。時間的 に拘束 され な い 学習の 場 の

提供 に よ っ て ，学生 の 学習 の 機会に 及 ぼす影響や シ ス

テ ム の 使い 易さな どに っ い て 調査 した 結果を 報告す る。

2．研究 の方法

　2．1e ・Learningシ ス テ ム の導入

　e−Leaming シ ス テ ム と し て exCampus を導入 し た 。

exCampus とは ， 大学共同利用機関 メ デ ィ ア 教育開発

セ ン ター
研究開発部が e−Learningの サ イ トを構築 ・運

用するた め の ッ
ー

ル と して 開発 し，オープ ン ソ
ー

ス と

して無償で公開して い る 。 exCampus に は ， 主 な機能

と して ，

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

オ ン デ マ ン ド授業映像 ・資料管理機能

講義情報等告知機能

メ ン バ ー
情報 ・プ ロ フ ィ

ー
ル 管理 機能

電子掲示板

メ
ール マ ガ ジ ン 配信機能

レ ポ
ー

ト管理 機能

が 実装 され て い る 。

　exCampus を用 い る と
， 授業担当者 は，必要事項 を

記入す るだ け の 比較的簡単な手順で 授業の Web ペ ージ

を作成す る こ とがで きる 。 提供す る授業 の 資料な ど は，

講義で の 配布資料を電子化した も の や ビ デ オ データ な

どの マ ル チ メ デ ィ ア 情報を配信す る こ とが で きる。ま

た ， 授業ペ ージは ，

一般に学外者へ 公開され る こ とを

前提 と して い るが，登録者 の み が ア ク セ ス す る ペ ージ

として も作成可能で あ る。さらに，登録者 の み が利用

す る こ とが で きる授業ご と の 電子掲示板を設定する こ

と も可能で ある
。
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　本研究 で 用 い た サ
ーバ 機 の 仕様 は OSがRedHatLinux

で CPU は Pentium4 （3GHz ），メ モ リ2．25GB で あ る 。

exCampus を 導入す る に あた っ て イ ン ス ト
ール を行 っ

た ソ フ ト ウ ェ ア は，

1）Apache （Ver．1．3．33）：HTTP サ ーバ

2）　PHP 　（Ver、4．3．IO）；Script　Language

3）　Perl （Ver．5．8．O）；Script　Language

4）PostgreSQL （Ver．7．4、8）： デ
ー

タベ ー
ス シ ス テ ム

6）exCampus （Ver．2）：e−Learningシ ス テ ム

で あ る 。

　また，導入 に あた っ て利用者 は本学学生が主となる

こ とか ら，exCampus に対して 次の 変更 を行 っ た 。

（1） 登録 され た利用者が メ イ ン の 利用者 で あ るの で ，

最初 に ア ク セ ス した ときに表示 され る画面を 「ゲ ス ト

ペ ージ 」 で は な く 「メ ン バ ーペ ージ」 と した 。 （図 1）
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図 1 ：exCampus の メ ン バ ー
用入 り 口

（2）　本来，利用希望 者 が登 録す る こ とで 利用可能 と

な るが，あらか じめ利用者を登録 して い る ため，メ ン

バ ーペ ージ で 「利用登録」 を使え な い よ うに した 。

（3） メ
ー

ル で の 連絡先 は学生 の 本学 で の メ ール ア ド

レ ス の み を使用す る た め，メ ン バ ー
の プ ロ フ ィ

ール の

編集 で 「メ
ー

ル ア ドレ ス 」を変更 で きな い よ うに した 。

（4） メール で サ イ トの 更新な ど の 情報を お 知 らせ す

る 「定期的なお 知 らせ 」 の 機能は利用 して い ない 。

（5） exCampus へ の ロ グイ ン を簡単にする た め
，
　 ID に

全 メ
ール ア ド レ ス を 入 れ な くて もユ

ーザ名の 部分を入

力するだけで良 い よ うに変更 した。

（6）同じ授業を履修 して い る他の メ ン バ ーの プ ロ フ ィ
ー

ル を見 る こ とが で き る が，プ ロ フ ィ
ール に は 学生の E−

Mailア ド レ ス は表示 せ ず に，教員 の 場合 の みE−Mailア

ド レ ス を表示す る よ うに した 。

　2．2 授業情報の発信

　2005年度後期 に 神戸市看護大学 に お い て 開講され た

看護技術学概論 （編入 3 年生 ク ラ ス ），看護技術演習

1 （1年生 ク ラ ス ）及 び看護研究方法論 1（3 年生ク ラ

ス ）の 3 科目で eXCampus を活用し，授業情報を 提供 し

た 。 受講学生 に は第 1回目の 講義に おい て ，研究へ の

協力要請 とともに シ ス テ ム へ の 登録 と ア ク セ ス 方法 に

っ い て説明を行 っ た 。

1）　看護技術学概論 （受講生 ：編入 3年生）

　 5 回の 講義 で学生か ら出 さ れた意見 に 対 して の コ

メ ン トを 掲載 した 。 ま た，学生 の 関心 に応 じた 参考文

献 や写真資料の 提示を行 っ た。 さ らに，学生同士 が意

見交換を す るた め の 電子掲示板を設置した 。
こ れ らの

作業 を行 うたび に 講義時間中に 学生 に対 して ア ク セ ス

を促す説明を行 っ た。

　　図 2 ：マ ッ トレス パ ッ ドの敷き方の 1 シーン

　　　　　　（作業者 Z名は共同研究者）

2）　看護技術演習 1 （受講生 ： 1年生）

　授業 で 演習を行 っ たベ
ッ ド メ

ーキ ン グ技術 の 復習用

教材 と して ビ デ オ を作製して 提示した 。 作成した ビ デ

オ コ ン テ ン ツ の
一覧を表 1 に示す 。 模擬病棟で の 9 つ

の トピ ッ ク ス と実際の病院 （神戸市立中央市民病院）

で の 6 つ の トピ ッ ク ス の ビ デオ を作製 して 提示 した 。

ベ
ッ ドメ

ーキ ン グの 内容の 授業を実施す る 1 回 目に学

生 へ の 説明を行 っ た 。

3）　看護研究方法論 1 （受講生 ： 4 年生）

　毎回の 授業に っ い て ，学生の 質問や意見に 対す る コ

メ ン トを掲載 した 。 また，学生 に対 して 課題 の 提出を

本 シ ス テ ム の 電子掲示板を利用する こ とで ，学生同士
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がお互 い の 提出物を閲覧で きる よ うに し た 。 さ ら に，

参考文献 の 提示を行った 。 こ の よ うに 授業運 営 の
一部

と して ，学生 が 必然的に ア ク セ ス を行 うよ うに 図 1 ：

exCampus の メ ン バ ー用入 り ロ シ ス テ ム を活用 した 。

員をサーバ へ 登録した 。 登録に は学籍番号と大学 の メ
ー

ル ア ド レ ス が必要 で あ るが，サ
ーバ へ は ア ク セ ス 回数

とア ク セ ス 時間だ けが 記録 と して 残 され る。また，電

子掲示板は ， 学外者へ は非公開とした 。

　2．3 調査 の 方法

　質問紙法に よ る受講者の 主観評価と，サ ーバ へ の ア

ク セ ス 伏況を調査 した。各授業 の 最終講義 日に ア ン ケ
ー

ト用紙を配布 し，回答は 自由意志で ある こ とを説明し，

回収 した 。 ア ン ケー
トで の 設問内容は表 2 に 示す と お

りで あ る。

　2．4　倫理的配慮

　神戸市看護大学倫理審査委員会に お い て 承認 され た

研究承諾書に 基づ い て ，対象授業の 受講者 に 研究の 目

的，方法を説明 した 。 受講者は ， 研究へ の 協力 ・非協

力に 関わ らず，学習の 機会が平等に 得られ る よ うに 全

3．結果と考察

　回答数は看護技術学演習1が69名 （回収率 ：82，1％），

看護技術学概論 は 39名 （回収率 ：975％）お よ び 看護

研究方法論 工は 118名 （回収率 ：92．2％）で あ っ た 。

　まず，e−Leamingの 活用動向で ある質問 に 関 して の

回 答結果 を表 3 に示す。看護研究方法論 1 で は，ア ク

セ ス した学生 は，受講生の 91，5％で あ っ た 。 こ の 原因

表3：問1の回答結果（あなたはこの授業のWebページにアクセスしましたか？）

アクセ ス した アクセ ス し なか っ た

看護技術学演習1 （n己69） 34．8％ 65．2％
看 護技術学概 論 （n＝39 ） 71．8％ 28．2％
看 護研究方法 論工（n≡ll8） 91．5％ 8．5％

表 1　 作成 した ベ ッ ドメーキ ン グ技術を説 明 す る ビデ オ コ ン テ ン ツ

模擬病棟 で の ベ ッ ドメ
ー

キ ン グの 実際の病室 で の ベ ッ ドメ
ー

キ ングの

ビデオ コ ン テ ン ツ ビデオ コ ン テン ツ

・
マ ッ トレ ス パ ッ ドの 敷 き 方 （46秒） ・実際 の 病室 （49秒）

（図 2 に 1 シー
ン を示す）

・
作業域 を整え る （42秒〉

・シ
ー

ツの 頭側 の 三 角を作る （46秒） ・リネ ン 類をはずす （48秒 ）

・シーツの しわ伸ば し （19秒） ・シーツ をは ずす （47秒）

・シー
ツの 足元側 の 三 角を作る （19秒） ・ベ ッ ドの 私物を元 に戻す （1 分3亅秒）

・
シ
ー

ツの足元側 の 四角を作る （1 分13秒） ・ベ ッ ド周 りを元に戻す （38秒）

・
オ
ープン ベ ッ ドにする （1 分 5 秒）

・シーツの 中表を外表にする （1 分 9 秒）
・ス プ レ ッ ドの たたみ 方 （51秒）

・横シ
ー

ッの 敷 き方 （40秒）

表 2 　ア ン ケ ートの 設問 内容

設　　問　 内　 容 関連 図 表

問1 あなたは こ の授業の Webペ ージに ア ク セ ス しま した か ？ 表3

間 2 授業のWebペ ージへ は 主 に どこか ら ア クセ ス しま した か ？ 図 3

問 3 こ の授業の Webペ ージは使い やすか っ た ですか ？ 表4

問 4 こ の授業の情報は 充実 して いた と 思 い ま すか ？ 表5

問5 今後，他の科目で もこ の よ うな授業の情報発信があればよ い と思い ますか ？ 図5

自由記載 表6
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と して，次の 2 点が挙げ られ る 。 まず，講義 ご と に学

生か ら出さ れ た 出席 カ ードに 書 か れ た 内容 に っ い て ，

教員が電子掲示板を通 じて コ メ ン トを返す こ とを行 っ

た こ と。 2 点 目は，電 子掲示板 シ ス テ ム を課題 の 提出

に 利用した こ とで あ る 。 こ の こ とは学生 に ア クセ ス を

促す要因に な っ た と考え られ る 。 しか しなが ら， 看護

技術学演習 1 で は，電子教材と して 効果が あ る と考え

られた ベ
ッ ドメ ーキ ン グの ビ デ オ作成を行 っ た が，学

生の ア ク セ ス が増え な か っ た 。 ア ク セ ス しな か っ た と

回答 した 中で 自由記載部分 に 「時間が なか っ た」 とい

う理 由が挙げられ て い た 。

　次 に，授業情報ヘ ア ク セ ス す る た め に コ ン ピ ュ
ー

タ

を利用した場所にっ い て の 問 2 の 結果を図3 に示す 。

「看護 研 究方法論 1 」 お よ び 「看護i技術学演習 1 」 に

お ける 4 割近くの 学生が 自宅 か らア ク セ ス を行 っ た 。

ま た，授業 の 開講期間 に お い て 2005年 11月17日か ら

2006年 1月31日ま で の サ ーバ へ の ア ク セ ス 時間帯 に っ

い て の 結果 を 図 4 に 示す 。 18時以降 か ら深夜2 時まで

の ア ク セ ス が 全 ア ク セ ス 数の 37，4％ で あ っ た。た だ し、

ア ク セ ス 数は 同一
ア ク セ ス を重複して 数え て い る。 こ

の こ とから自宅 な どで イ ン タ
ー

ネ ッ トへ 接続す る環境

さえ整え ば学生は，時間 に 拘束さ れ ず に積極的に授業

情報ヘ ア ク セ ス す る もの と考 え られ る。

　ま た ， exCampus の 使い 易さ に関す る問3 の 結果を

表 4 に 示す 。 看護技術学演習1お よ び看護技術学概論

の 受講者の 50％ 以上が 「とて も使 い や すか っ た」 と

図 3　 問 2 の 回 答結果 （授業 の Web ペ
ージへ は主 に ど こ からア ク セ ス しま した か ？）

表 4 　問 3 の 回答結果 （こ の 授業 の Web ペ
ージは 使 い やすか っ た で す か ？）

と て も使 い やすか っ た まあまあ使 い や すか っ た 少 し使い に くか っ た　 使 い に くか っ た

看護技術学演習 1 （n＝25） 0．0％ 52．0％ 32．0％　　　　　　1　　　　　16．0％
看護技術学概論 （n＝31） 3．2％ 58．1％ 32．3％ 6．5％

看護研 究方法論1 （n＝108） 0，0％ 34，3％ 44，4％ 21．3％
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図 4　 ア クセ ス時間帯（2005年11月17日か ら2006年 1月31日 まで の期間）

5D．0％

45D ％

40．O％

35．O％

30，0％

25．O％

20，0％

15．0％

10．O％

5、O％

0．O％

47」％

38．2％　　　　　　　　　　　　　　　　　40．6咒　　40．6％

37．5％

31．3％

15．2％

1．8％
9．4％； 9．4％

10．7％

　　　5、4％

2．9％

看護技術学演習1

　 （n ＝34）
看護技術学概論

　　科 目名　（n；32）
看護研究方法論1

　 （n＝112＞

図 ぜ ひあれ ばよい

口 あれ ばよい

団 どちらで もよい

国 とくになくてもよい

囲 全く必 要なし

図 5 ：問 5 の 回 答結果 （今後 ， 他の科目 で もこ の よ うな授業の 情報発信が あれ ばよ い と思 い ます か ？）
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表 5　 問 4 の 回 答結果 （こ の 授業 の 情報 は 充実 して い た と思 い ま すか ？）

と ても充実 して い た 少 し充実 して い た あま り充実 して い ない 全 く充実 して い ない

看護技術学演習1（n・23） 13．0％ 52．2％ 34．8％ O，0％

看護技術学概論（n・31） 12．9％ 51．6％ 35．5％ 0，0％

看護研究方法論1（n ・丁。9） 21．5％ 62．6％ 15．9％ O，0％

「まあまあ使 い やすか っ た」 と回答 して い たが ， 逆 に

看護研究方法論1の 受講者は 「少し使 い に くか っ た 」

と 「使い に くか っ た 」 が 合 わ せ て 65．7％ と回答 した。

看護研究方法論1で は 掲示板 シ ス テ ム を使用 した した

た め，シ ス テ ム の 使用方法 に 戸 惑 い を感 じた学 生 が 多

か っ た か らと 思われ る 。 掲示板 シ ス テ ム の 使 い に くさ

を指摘す る意見は ア ン ケートの 自由記載 （表 6 ）に も

散見さ れ る 。 次に，掲載 した 情報へ の 満足度 に 関す る

問 4 の 結果を表 5 に示す。
い ずれ の 科目の 受講生 も60

％ を超え る学生が 「充実 して い た 」 と回答 が あ っ た 。

　 さ ら に，Web上 の e−Leaming シ ス テ ム の 必要性 につ

い て の 結果を図 5に示す 。 Web 上 で 他の 科目に っ い て

の 情報 が あ る こ とに 対 して 「ぜ ひ あ れ ば よ い 」「あれ

ばよ い 」と回答 して い るの が 3科目とも50％以上 で あ っ

た 。 大学の授業に加え て 時間的，空間的 に 束縛 され な

い 学習 の 場 の 提供 に 対する 要望 が あ る こ とが分か っ た
。

　最後に表6 に自由記載の 内容をま とめ た もの を示す。

感想 と して は，「見やすか っ た」「分かりや すか っ た」

の 記述が あ っ た 反面で，「分か りに くい 」「ど こ を 見て

よ い か分か りに くか っ た」 とい っ た記述 が 見 られ た。

しか しなが ら，「悪 い 点」 に挙げ られ た内容は ， 主 に

exCampus 自体 の 使 い 勝手 に 関わ る こ と で あ る た め，

exCampus の 改善を行 っ て い けば，　 e−Leaming シ ス テ ム

と して の 機能を十分に果 た す と期待で きる 。

　以上，授業 の 情報をWeb上 で の e−Learningシ ス テ ム

を用い て，学生 へ 提供す る こ とは そ の 要求が あ る こ と

か ら有用性があ る と評価 さ れた。ま た ， 導入 した exC

ampus は使 い 勝手な どを改善 して い く余地 が あ る こ と

が 示 さ れ た 。

4．おわ りに

　Web上 で 授業情報を配信す る こ とは，時間的な 制約

な しで受講生 に学習の機会を与え るた め 、 そ の教育効

果が 期待 され る。そ こ で ，本研究 で は，対面授業 に 関

連 した 情報を掲載す るWeb 上 の e−Learningシ ス テ ム を

構築 した 。 構築 に は exCampus と呼 ば れ る フ リーの ソ

フ ト ウ ェ ア を用 い た 。本学で 開講 されて い る 3科目の

授業につ い て の情報を作成し発信 した 。 受講学生 に よ

るア ク セ ス は 日 中の みな らず夜間 に お い て もア ク セ ス

が あ る こ とが 確認 で きた。ま た，今 回 実施 した 科目だ

けで な く，他の 授業で も授業情報の 発信す る こ と に 関

して の 要望 が あ る こ とが 分か っ た。

　今後の 課題 として は，予習，復習ま た は発展な どの

学習教材を対面授業 の 進行 に 即 して 適切 に 配置する こ

と を考え な けれ ばな らな い
。 そ して

， 自発的な学習の

促進の た め に 明確な学習目標を受講生 に 提示 して い く

教育方法を実践 して い く必要がある 。 また， Web操作

な ど技術格差 が存在 す る可能性 が あ る こ と が 示唆さ れ

た。こ の こ と は，exCampus 自体 の 操作性 に も依存 さ

れ る た め，デ ザ イ ン な ど に考慮 した う え で 改良を行 っ

て い く必要 が あ る と考え る 。
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表 6 　ア ン ケートで の 自由記 述 の 結果

良い 点 普通 に 見 や すか っ た。

どこ に何があるの か分かりやすか っ た。

項目ごとに 分かれて い て見やすか っ たです。

ごちゃ ごちゃ して い ない 。

シンプル で見 やすか っ た

載せ て い る情報 は とて も興味が あっ た。

先生 の にこ や か な写真 が あっ て よか っ た。

意見などい ろん な方 の 考 え が 知るこ とが で きて 良か っ た 。しか し，誰 が 書 い たか 分 か るの で あ

まり思っ たこ とを素直に か けなか っ た 。

私で もなん となくさわれたか ら

悪 い 点 字が小さくて 見 に くか っ た。

掲示板 の 見方 が 分かりづ らか っ た。

初め は どこ をクリックして よい か 分 か らなか っ た。

何をみ たらい い の かわかりに くい で す。

どうや っ て掲 示 板に 入 るの か が や や 分 か りにくか っ た。

大学 の ペ ー
ジから入れなかっ たの で苦労 した。掲 示 板 に 行きにくかっ た。ア クセス 回数などが

表示 され て い るの が い や だ っ た。

何回 か 操作しない と使 い 方 が すぐに分 か らなか っ た。登録 メン バー
の 学番 が 見られるの で プラ

イバ シーがない ような感じを受けた 。

ア クセ ス しに くい ，期待して い た 内容がなか っ た

掲示板は匿名として ほしい 。 動画も見れるように して ほしい 。

先生 たちの 研究され て い るこ とをの せ て ほ しい 。

もっ とディス カッショ ン で きればい い か も知れませ ん 。

今後へ の 希 望
気楽 に み れ て 良い と思うが，常 に パ ソコ ン が あるわけで は ない の で ，情報 の 更新 が 分 か らず，

最新の情報を逃しそうだ と思う。

携帯 で み れると便利 だ と思う。授業風景も見 た か っ た。

情報 が 増 え て い けば活用度も増 えると思う。

履修 できなか っ た科 目の 情報も見られるように して ほしい 。

掲 示 板 は 匿名として ほ しい 。

他 の 授業 で も実施 して ほ しい。

授業参加 へ の 意欲も高まるし，自主性も高まると思 うの で 良 いと思 い ます。

授業をした範囲 や簡単な内容の ペ ージがあれば良い かなと思 い ました 。

授業 の 映像も見 られれ ば良かっ た

先生 が自分 の 思っ た こ とや感 じたこ とを書き込 ん で くれるとい うこ とを期待 して い た が，そん なに

書い て い なか っ た 。

この ペ ージを卒業後もみ られ ればありがた い で す。
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                                 Abstract

 In this research  we  constructed  the e-Learning  system  on  the Internet by using  exCarnpus  that was  free software,
and  offered  class  information to those who  attended  a  lecture about  the elass.  Those who  attend  a  lecture about  the

class  have the  advantage  that  the  chanee  of  study  without  a  time  restrietien  through  the Internet except  facing study

is obtained,the  consideratien  of  the use  of  information by using  the Internet, and  the partieipant who  studied  volun-

tarily was  investigated.

 As  a  result,  it has been understood  that  there is an  access  not  restrained  at  time, and  the chance  of  study  inereased

by introducing e-Learning  system.

Key  words:  e-Learning,  lecture informatioll, exCampus


